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本発表では生成AIが大学教育や研究、そして社会に与える影響について考察する。2022年に

ChatGPTが登場して以来、生成AIの使用が爆発的に流行している。生成AIはインターネットに接続

できれば無料や安価で使えるため、その裏側で本当にかかっているコストについては見えにくい。ま

たAI企業は「長期的に見ればコストを上回るベネフィットがある」と正当化するが、それを信用するの

は危険である。誰にとってのどの程度のコストであるのか、誰にとってどの程度のベネフィットなのか、

AIによって地球温暖化が解決できるという主張などは本当なのかを精査する必要がある。また、コス

トは重要な観点の一つであるが、コストとベネフィットという観点では捉えきれない問題があることに

も注意が必要である。これは人類が今後どのような社会を選択するのかという問題である。
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